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研究成果の概要（和文）：「多様な主体による協働の取組」を通じて地域経営や地域課題を解決する社会システムの構
築が求められている。本研究は、港湾における多様な関係者による景観形成と言う参画型プロジェクト「清水港・みな
と色彩計画」の24年間の957件の具体的な実施事例を対象に、PCM手法を援用し、PDMによる分析を行ったものである。
その結果、主体的な地域づくりには、①的確で効率的な運営管理、②ニーズに応じた立案、③プロジェクトの透明性の
確保、④コミュニケーションの促進が重要であることがわかった。また、景観価値の共有により参画者に地域に対して
の誇りを形成し、交流人口の増加に寄与したことが判明した。

研究成果の概要（英文）：It is thought necessary to build a social system which, through “collaboration 
of various entities”, manages regional matters and handles regional issues. This study takes up “the 
Port of Shimizu Color Harmonization Plan” in which various stakeholders of the Port have been 
participating to form the color-harmonized port. The study analyzes 957 cases of works which have been 
implemented within the framework of the Plan in the last 24 years, by using PDM (Project Design Matrix) 
applying PCM (Project Cycle Management) method. It is concluded that　the following four factors are 
important for the proactive community development: ①　an effective and efficient operations management; 
②　planning to fill the needs; ③　transparency of projects; and ④ communication. In addition, it is 
found that the landscape-value has helped to develop the pride of community, and to contribute to the 
increase in the number of inbound and outbound travelers.

研究分野：環境デザイン・色彩調査

キーワード： 参加型　景観形成　色彩　清水港　Project Cycle Management　ソーシャルデザイン　ソーシャルキャ
ピタル
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１． 研究開始当初の背景 
（1）少子高齢化、人口減少における地方の
活性化施策としては、観光振興による地域活
性化とともに、地域の文化・伝統や個性ある
景観などの美しい国土の形成が求められて
いる。地域アイデンティティーの確立により、
地域文化の振興、地域コミュニティーの再構
築は喫緊の課題である。 
（2）「多様な主体の協働の取組」を通じて、
地域経営や地域課題を解決する社会システ
ムの構築が求められている。特に参画型景観
形成による持続的な地域づくりには、具体的
なプログラムが確立されていない。 
 
２． 研究の目的 
本研究は、港湾に関係する公共、民間部門
等多様な関係者による参画型プロジェクト
協働の 24 年間の取組み「清水港・みなと色
彩計画」の実践事例を通して PCM(Project 
Cycle Management)手法を援用し、その実践
過程の 957事例を対象に PDM(Project Design 
Matrix)による「原因-結果」「手段-目的」等
の関係の分析を行い、主体的、参画型による
景観形成による持続的な地域づくりプログ
ラムを解明することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
航空法の規制解除に向け、（1）景観を構成す
る 957 件（185 事業者）の個別事例をデジタ
ルデータ化しデータベース作成する。 
（2）個別事例を当該計画地図にプロット、
25 年間の蓄積による景観形成の波及効果を
検証し課題の抽出を行う。 
（3）プロジェクト期間の設定、便益の考え
方，コスト負担の方法、リスクの明確化と対
応方策等を明らかにし，個別の塗り替え等の
事象をサブプロジェクトとして詳細にPDMに
よる分析・評価，プロジェクトサイクルを設
定し、実証的に検証する。 
（4）平成 26 年度にプロジェト推進の PDCA
として、港湾関連事業社 258 社を対象に郵
送による清水港について、色彩計画について
経年変化を比較するためにアンケート調査
を行い、参画型景観地域づくりの有効性を明
らかにする。 
 
４．研究成果 
研究結果としては、（1）プロジェクト推
進過程における957事例に及ぶ個別データの
データベースを作成した。 
（2）対象事例を当該計画地図にプロットし、
24 年間の蓄積による景観形成の波及効果を

検証し、課題の抽出を行った。 
（3）24 年間 957 事例と港を取巻く環境変化
を時系列的に一覧しPCMサイクルを検証した
（表１）。 
計画当初、港湾空間は産業一辺倒であり、
極めて景観意識が低かった。その実態調査を
するために港湾関連事業社全社（144 社）、
清水市民（500 名）を対象に港に対する意識
調査を行った。景観への関心、協力意識が極
めて低い結果を受け、現踏調査結果や港への
意向調査を基に配色構成と強制力のない体
制、仕組みづくりがプロジェクト計画立案時
期（H3）である。1 期目は、事業者所有の施
設・工作物の維持管理に合わせた景観整除時
期である。中光度障害灯や交通安全等の法規
制と景観実現のための調査により、興津・袖
師地区のランドマーク的存在であるガント
リークレーン群、煙突の塗り替え等、順次シ
ンボルカラーで塗替えられる。平成 11 年に
清水港開港100周年までに港湾空間から赤色
を整除する美しい港湾景観の取組みを行う。
事業者の維持管理計画を活用した計画の浸
透期間である（H4-H11）。145ｍの煙突の塗
り替えには、市議会で景観条例を制定、事業
者は 1億 1千万円、煙突を中心に半径 5㎞圏
内の 9割の住民 6万 5千世帯の同意書による
協働の取組みが行われ、煙突の塗り替えが実
現する。2 期目は日の出地区再開発事業によ
り、商業施設やマリンパーク、親水公園等の
整備が完了する。港湾空間が市民に開放され、
フラワーショーやマグロ祭り等の様々なイ
ベントが開催され、みなとまちづくり機運の
熟成時期になる。江尻、折戸地区の賑わい空
間機能への転換により、新色彩計画を策定す
る。平成 19 年、日の出地区は静岡市景観重
点地区に制定された（H12 –H18）。3期目は、
世界遺産富士山登録への機運とともに、世界
に誇れるみなとまちづくりとして物流産業
と観光のバランスととれた港へと発展期で
ある（H19-H26 ）。メガソーラパネルの建設
が進むなかで、事業者独自で製造会社にパネ
ルの色彩開発を依頼する等、風景を保全、創
造するため、清水港特有の自発的な取組みが
行われる。全国家電メーカーやパチンコ店な
ど高彩度色彩の外壁は、ローカルルールによ
る 規 制 が 行 わ れ る よ う に な る 。       
当初、PCMサイクルは10年を想定していたが、
8年サイクルであることが解明された。 
 
 
 
 



（4）参画型による景観地域づくりは、計画
段階から地域住民や事業者の意向を把握し，
それらを適切に反映させることが極めて重
要であり、配色構成（図１）とその使い方、
参画者ニーズに応じた仕組みにより協議会、
アドバイザー会議を設置する（図 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プロジェクト過程においてモニタリングに
より把握されたプロジェクトの進捗状況や
取り巻く環境変化に対応し、フィードバック 
する定期的な検証結果を運用に反映するこ
とは地域づくりの継続の要となる。行政、事
業者等への色彩、景観への理解、習熟にはき
め細かな実施フローを通じた配色指導が参

画意識を促すことがわかった。特にシンボル
カラーの設定、その使い方のルールづくりに
より美しい港づくり活動へ景観意識を集約
することになり、地域の精神的一体感を醸成
に繋がっている。 
また、計画当初 37％と参画意識は極めて低い
が、3年目には 71％になり、その後は企業の
イメージアップに利用できるなどの意見か
ら平成 26 年度では企業の地域活動として当
然の行為であると主体的な取組に意識変化
している事がわかる（図 3）。 

 
 
 
（5）24 年間の実施事業を当該計画地図にプ
ロットし、その波及効果を検証した。施設・
構造物の大きさにもよるが、概ね視認距離
400m～500m の中景域で連動し波及している
ことがわかった（図 4）。 

 
 
 
 
 
 

表 1.色彩計画の歩み 

図 1．配色構成図と使い方 

図 2．色彩計画の流れ 

図 3.参画意識変化 

図 4.事業実施時期とその波及効果 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また平成 26 年度調査結果からは、色彩変化
を感じられる場所、施設については、全体的
に 23％、商業地区である日の出地区 21％、
ガントリークレーン、興津、袖師地区 30％、
三保地区 8％と港湾産業地域が挙げられてい
ることが特徴的である（図 5） 
 
（6）地理的条件、特性を鑑みた航空法の規
制解除への取組みは、中光度障害灯設置等を
含め赤白塗装からシンボルカラー塗装によ
るガントリークレーン、煙突等が創出された。
富士山の自然景観に調和した配色デザイン
の実現は「景観美」に対するインパクトを地
域に与え事業者の美意識を啓発しているこ
とがわかった（写真 1．2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（6）図 6 のグラフから公共施設の実施は、
24 年間通じ変化は少ない。しかし、民間施設
の事業件数は、右肩上がりで増加しているこ
とがわかる。維持管理時期に合わせたシステ
ムが事業者に浸透したこと、景観を共有財産
とする関係者の理解が要因と考える。近・
中・遠景の視点場の確保による風景づくり、
色彩の空間的配置や秩序と調和のある配色
計画やデザインにより、無機的な空間にリズ
ムや緊張感が生まれ地域景観として共有財
産意識の熟成を促し、プロジェクトの継続に
大きな要件であることがわかった。 

 
 
以上の結果から、主体的な地域づくりには、
①的確で効率的な運営管理、②ニーズに応じ
た立案、③プロジェクトの透明性の確保、④
コミュニケーションの促進が重要であるこ
とがわかった。また、景観価値の共有により
参画者に地域に対しての誇りを形成し、交流
人口の増加に寄与したことが判明した。 
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